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試験場だより・知って納得情報へ 
農業試験場ホームページへ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

担当者 渡辺 裕一 電話番号 ０２６－２４１－２４１１ 

 人間の精神的・知的な創造活動から生まれた創造物を経済的価値に着目して「知的財産」

と呼び、法律により保護される創造者の権利を「知的財産権」と呼びます。ここでは農業

関係試験場における知的財産の保護・活用事例をご紹介します。 
 平成 26 年度にスモモの新品種が育成されました。新品種というのは、長年の育種研究

の結果生まれた一種の知的財産です。この新品種に対する権利を保護するため、長野県は

「シナノパール」という名称で品種登録の出願を行いました。現在審査中ですが、今後登

録されれば育成者権という知的財産権が認められ、第三者が「シナノパール」の種苗を長

野県に無断で増殖すること等ができなくなります。さらに、この品種については、一定の

品質を備えた果実のブランド化を図る観点から、「麗玉」という名称で商標登録し商標権

を取得しています。今後、スモモ「麗玉」が信州ブランドとして消費者に知られ、積極的

に購入されることが期待されます。 
 また、試験研究の中で開発した技術のうち高度なものは「発明」にあたり、特許権を取

得しています。例えば「レピガード」という商品には民間企業等と共同開発した LED を

用いた蛾の被害を防ぐ方法に関する特許が活用されています。 
 今後も、新品種の産地化や新技術の実用化が円滑に進められるよう知的財産権を戦略的

に活用してまいります。 

農業関係試験場と知的財産権 ～育成者権・商標権・特許権～ 

   農業試験場 
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